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メ
ー
タ
ー
管
理
の
お
願
い

　
メ
ー
タ
ー
・
止
水
栓
（
メ
ー
タ
ー
横

の
バ
ル
ブ
）
が
故
障
し
て
い
れ
ば
役
場

で
修
理
し
ま
す
。
水
が
止
ま
ら
な
い
な

ど
の
故
障
が
発
生
し
た
と
き
は
、
上
下

水
道
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
内
の
漏
水
に
注
意
！

　
使
用
水
量
が
い
つ
も
に
比
べ
て
多
い

と
き
は
、
屋
内
で
漏
水
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇

口
ま
で
の
配
管
や
装
置
器
具
は
使
用
者

の
管
理
責
任
で
す
。
使
用
水
量
に
異
常

が
見
ら
れ
る
と
き
は
早
め
に
調
査
し
て

修
理
し
ま
し
ょ
う
。

漏
水
の
確
認
方
法

　

家
庭
内
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
、

メ
ー
タ
ー
器
を
見
て
く
だ
さ
い
。
メ
ー

タ
ー
の
コ
マ
が
回
っ
て
い
れ
ば
漏
水
で

す
。

給
水
装
置
の
無
料
点
検
の
中
止

　
水
道
週
間
に
伴
い
、
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
家
庭
の
給
水
装
置
の
無
料
点
検

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

め
、
中
止
と
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
水
道
管
理
係
☎（
９
６
２
）７
０
０
１

自
分
の
家
の
周
り
に
危
険
な
場
所
が
な

い
か
調
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
町
の
防
災
マ
ッ
プ
で
、
地
域
の
避
難

所
や
土
砂
災
害
危
険
箇
所
な
ど
を
調
べ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
普
段
か
ら
家
族
み

ん
な
で
避
難
場
所
や
避
難
す
る
道
順
を

確
認
し
て
お
け
ば
安
心
で
す
。

大
雨
の
と
き
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表

さ
れ
た
と
き
に
は
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う

　
崖
下
や
渓
流
沿
い
に
お
住
い
の
人
は
、
大

雨
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
注
意
し
て
、
早

め
に
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
夜
間
に
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
と
き

は
、
暗
く
な
る
前
に
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
防
災
行
政
無
線
な
ど
の
呼
び
か
け
に
も
注

意
し
て
、早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

台
風
や
大
雨
の
と
き
は
、
気
象
情
報
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険

度
が
高
ま
っ
た
と
き
は
「
土
砂
災
害
警

戒
情
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
大
雨
警

報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
の
防
災

気
象
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報

気
象
庁 　

 http://w
w

w
.jm

a.go.jp/
jp/dosha/

問
建
設
課
土
木
係
☎（
９
６
２
）６
０
１
０

　
総
務
課
危
機
管
理
室
☎（
９
６
２
）６
１
１
０

６
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」

６
月
１
日
～
７
日
は
「
第
62
回
水
道
週
間
」

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
登
録
受
付

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
登
録
の
制
度

に
つ
い
て

　
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
１
人

で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
を
名
簿

に
登
録
し
、
普
段
か
ら
民
生
委
員
や
近

隣
協
力
員
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
見

守
っ
て
い
た
だ
く
体
制
を
整
え
、
危
険

が
迫
っ
て
い
る
こ
と
の
連
絡
や
安
否
確

認
、
避
難
誘
導
な
ど
の
災
害
時
の
避
難

支
援
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
で
す
。

※
た
だ
し
、
災
害
の
種
類
や
規
模
、
被

災
状
況
に
よ
り
、
必
ず
支
援
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

避
難
行
動
要
支
援
の
対
象

　
町
で
は
、
生
活
の
基
盤
が
自
宅
に
あ

る
人
の
う
ち
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る

人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。 

（
施
設
入
所
お
よ
び
長
期
入
院
し
て
い

る
人
は
除
き
ま
す
）

①
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

②
高
齢
者
の
み
の
世
帯

③
寝
た
き
り
の
高
齢
者

④
１
人
暮
ら
し
の
障
が
い
者

⑤
障
が
い
者
の
み
の
世
帯

⑥
高
齢
者
と
障
が
い
者
の
み
の
世
帯

⑦
そ
の
他
、
自
力
で
の
避
難
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
人

登
録
し
た
皆
さ
ん
に
平
常
時
か
ら
心
が

け
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

○
災
害
の
発
生
し
た
場
合
の
安
全
な
避

難
場
所
や
、
避
難
経
路
の
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
近
隣
協
力
員
を
は
じ
め
、
ご
近
所
と

の
良
好
な
関
係
を
保
つ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
と
き
、

ま
た
は
発
生
し
た
と
き
に
は
、
近
隣
協

力
員
に
自
分
か
ら
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

○
防
災
訓
練
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
が

あ
っ
た
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

○
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
な
ど
に
よ
り
、
自

分
か
ら
積
極
的
に
情
報
収
集
で
き
る
よ

う
に
、
情
報
収
集
手
段
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

問
介
護
福
祉
課
社
会
福
祉
係
☎（
９
６
２
）７
２
５
５

制
度
の
流
れ

同意した人の

名簿情報の提供

災害時の避難行動の支援

相互に協力

砥部町

登
録
申
請
書
・
同
意

書
の
提
出

名
簿
登
録
と
情
報

共
有
の
意
思
確
認

避難行動
要支援者

近隣協力員

避難支援等
関係者

（自主防災組織、
民生委員・児童
委員）

連
携

お
知
ら
せ
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補助内容 木造住宅耐震診断 木造住宅耐震改修

対象となる住宅
○昭和 56 年５月 31 日以前に着工された町内の一
戸建ての木造住宅（枠組み壁工法、丸太組工法、大
臣などの特別な認定を得た工法のものは対象外）
○専用住宅のうち共同住宅および長屋住宅は対象外

左記の耐震診断の結果、倒壊する可能性が高い
または倒壊する可能性があると診断された住
宅

補助対象 対象となる住宅の所有者

補助金額

【派遣方式】
○自己負担は評価手数料
３ 千 円 ま た は 9,900 円

（評価者によって金額が
異なります）
○県建築士会木造住宅耐
震診断技術者派遣名簿に
登録された人を派遣

【補助方式】
○補助対象経費の３分の
２以内、上限２万円
○診断方法は「県木造住
宅耐震診断事務所」の登
録を受けた建築士事務所
が実施する耐震診断

耐震改修設計
補助対象経費の３分の１以内、上限 10 万円
耐震改修工事
①から③のうち、いずれかを選択
①耐震改修工事　補助対象経費の５分の４以
内、上限 100 万円
②段階的耐震改修工事　補助対象経費のうち、
上限 50 万円
③耐震シェルター設置工事　補助対象経費の
うち、上限 40 万円
耐震改修工事監理
補助対象経費の３分の１以内、上限２万円

受付戸数 30 戸（先着順） ２戸（先着順） 20 戸（先着順）

申込方法 建設課にある申請書に必要事項を記入の上、必要書類を添付して建設課に提出してく
ださい。申請書は町ホームページからもダウンロードできます。

申込期間 ６月 15 日月から 12 月 28 日月
土・日曜日、祝日、振替休日を除く８時 30 分から 17 時 15 分まで

問い合わせ 建設課管理係☎（９６２）６０１０

木造住宅の耐震診断と耐震改修費用の補助

　
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
を

対
象
に
、
期
間
中
に
１
回
の
み
無
料
で

歯
科
口
腔
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

受
診
期
間　
６
月
１
日
月
～
令
和
３
年

２
月
28
日
日

対
象　
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

対
象
に
な
ら
な
い
人　
①
②
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①
病
院
や
診
療
所
に
６
カ
月
以
上
継
続

し
て
入
院
し
て
い
る
人

②
障
害
者
支
援
施
設
、
国
立
重
度
知
的

障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
法
に
よ

る
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
保
険
施
設
に
入

所
・
入
居
し
て
い
る
人

申
込
方
法　
電
話
か
メ
ー
ル
で
、
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
受
付
後
、
受
診
書
類
一

式
が
郵
送
さ
れ
ま
す
）

問
保
険
健
康
課
保
険
年
金
係
☎
（
９
６
２
）
７
０
５
７

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
業
課

☎
（
９
１
１
）
７
７
３
９

　
info@

ehim
e-kouiki.jp

老
齢
基
礎
年
金

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
納
付
期

間
や
免
除
期
間
な
ど
が
、
原
則
と
し
て

10
年(

１
２
０
月)

以
上
あ
る
と
65
歳

か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
受
給
額
は
、
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間(

４
８
０
月)

全
て
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
場
合
、

満
額
７
８
１
，
７
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

任
意
加
入
制
度

　
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
「
60
歳
か
ら

65
歳
未
満
」
の
５
年
間
、
任
意
で
国
民

年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
で
、
65
歳
か
ら
受
給
す
る
老
齢
基
礎

年
金
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　
①
②
全
て
に
該
当
す
る
人

①
保
険
料
の
納
付
月
数
が
４
８
０
月
未

満②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
受

け
て
い
な
い
人

※
納
付
方
法
は
口
座
振
替
が
原
則
で

す
。

問
保
険
健
康
課
保
険
年
金
係
☎
（
９
６
２
）
７
０
５
７

松
山
西
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
（
９
２
５
）
５
１
０
５
【
自
動
音
声

案
内
】

※
詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 http://w
w

w
.nenkin.go.jp/

県
後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
康
診
査

年
金
情
報
（
老
齢
基
礎
年
金
と
任
意
加
入
制
度
）
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文
化
財
や
歴
史
に
関
わ
る
資
料
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

（
例
）・
砥
部
町
内
の
写
真
（
昭
和
50
年

代
～
平
成
元
年
頃
）

・
指
定
文
化
財
以
外
の
、
地
区
の
お
祭

り
、
道
標
、
石
碑
な
ど
の
情
報

・
明
治
大
正
期
の
村
の
資
料
な
ど

※
資
料
な
ど
は
、
デ
ー
タ
で
保
存
し
、

町
作
成
の
冊
子
な
ど
で
使
用
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
☎（
９
６
２
）５
９
５
２

町
の
昔
の
写
真
・
書
物

の
提
供

催
し
物
や
施
設
の
利
用
な
ど

　
広
報
と
べ
６
月
号
と
く
ら
し
の
カ
レ

ン
ダ
ー
に
掲
載
の
事
業
や
催
し
物
、
施

設
の
利
用
な
ど
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
事
前
に
各
施
設
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
平
日
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

手
続
き
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
受

付
時
間
の
延
長
と
休
日
受
付
を
左
記
日

程
で
行
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
受
け
取
り
・
交
付
申
請
を
し
た
い

人
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
住
民
票
・
印
鑑
・
戸
籍
な
ど

の
証
明
書
の
発
行
も
行
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
５
日
日
９
時
～
13
時

　
　
　
７
月
16
日
木
17
時
15
分
～
19
時

場
所　
戸
籍
税
務
課

取
扱
業
務

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
・
交
付
・
更
新
申
請

○
住
民
票
・
印
鑑
・
戸
籍
な
ど
の
証
明

書
の
発
行

受
け
取
り
に
必
要
な
も
の

○
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

○
通
知
カ
ー
ド

○
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
交
付
申
請
の
場
合
は
、
必
要
な
も
の

が
申
請
者
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
戸
籍
税
務
課
住
民
係
☎（
９
６
２
）２
０
２
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
時
間
延
長
と
休
日
窓
口
を
開
設

　
次
の
対
象
に
該
当
す
る
と
き
は
、
利

用
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
①
②
③
全
て
に
該
当
す
る
人

①
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

②
住
民
登
録
の
世
帯
全
員
が
非
課
税
か

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

③
介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施
設
・
介
護
療
養

型
医
療
施
設
）
に
入
所
か
短
期
入
所
な

ど
を
利
用
し
て
い
る
人

対
象
サ
ー
ビ
ス　
居
住
費
（
滞
在
費
）・

食
費

減
額
割
合　
利
用
者
負
担
段
階
（
収
入

額
に
よ
る
区
分
）
や
居
住
（
滞
在
）
し

て
い
る
部
屋
の
種
類
な
ど
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

申
込
方
法　
介
護
福
祉
課
に
あ
る
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
関
係
書

類
を
添
え
て
、
介
護
福
祉
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
新
規
申
請
は
随
時
受
付

問
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
係
☎（
９
６
２
）７
２
５
５

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
軽
減
を
受
け
る
に
は
、

毎
年
度
申
請
が
必
要

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
６
月
中
に
「
現
況
届
（
注

１
）」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
提
出
し
な
い
と
６
月
分
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
６
月
以
降
、
町
外
に
転
出
す

る
人
も
本
町
で
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。

【
注
１
】
毎
年
６
月
１
日
現
在
の
状
況
を
確

認
し
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
確
認
す
る
届
出
書
で
す
。

対
象　
６
月
１
日
時
点
で
、
児
童
手
当・

特
例
給
付
を
本
町
で
受
給
し
て
い
る
人

※
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　
６
月
30
日
火

提
出
先　
子
育
て
支
援
課
・
広
田
支
所

問
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
福
祉
係

☎
（
９
６
２
）
６
２
９
９

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
受
給
者
は
現
況
届
の
提
出
が
必
要

　
６
月
21
日
日
に
予
定
し
て
い
た
「
町
子
育

て
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、延
期
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
愛

称
の
選
考
方
法
は
、
フ
ェ
ス
タ
の
延
期
に
伴

い
、
人
気
投
票
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

会
議
に
よ
る
決
定
に
変
更
し
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
福
祉
係
☎（
９
６
２
）６
２
９
９

町
子
育
て
フ
ェ
ス
タ
の
延
期

▲詳しくは
HPを確認


